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研究成果の概要（和文）：チベット・ビルマ語派ルイ語群に属するバングラデシュのチャック語、ビルマのカド
ゥー語とガナン語等について、未記述方言の調査をおこなった。チャック語については、ビルマ側ではなされる
方言の話者の協力をえて、以前出版したCak-English-Bangla dictionaryにビルマ語訳をつける作業を中心にお
こなった。カドゥー語とガナン語については、未記述方言について基礎語彙調査をおこなった。
調査の結果、おなじ言語でも世代差や地域差によって、どのような部分が変化しやすいかといった情報がさら蓄
積された。そして、ルイ祖語についてさらに同源形式を同定することができた。

研究成果の概要（英文）：The undescribed dialects of Cak in Bangladesh and Kadu and Ganan in Burma, 
which belong to the Luish group of Tibeto-Burman, were surveyed. For the Cak language, with the 
cooperation of speakers of the dialects spoken in Burma, I mainly worked on the Burmese translation 
of the previously published Cak-English-Bangla dictionary. The basic vocabulary of undescribed Kadu 
and Ganan dialects was also surveyed.
As a result of the survey, we have accumulated information on what parts of the same language tend 
to change according to generation and regional differences. And we were able to identify further 
protoforms for the Luish languages.

研究分野： 言語学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
チベット・ビルマ語派ルイ語群に属する言語は話者がすくなく、ほとんど記述されていない方言が多数存在す
る。話者がいなくなる前に、できるだけおおくの方言を記述することは重要な仕事である。方言の中に、すでに
つかわれなくなった語彙や表現がのこっているとともに、方言を比較することによって、言語がどのように変化
していくかがわかるからである。
本研究を通じて、チベット・ビルマ語派ルイ語群の諸方言にみられる特徴をより一層あきらかにすることができ
た。特に、有声阻害音のふるまいが方言分岐にとって重要な役割をはたしていることをあきらにすることができ
た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
応募者は 2000 年からチャック語（Cak: ISO 639-3 ckh）の研究を開始し、2008 年には博士

論文でチャック語文法をかきあげ、2015 年度中にはチャック語の辞書を刊行する予定があった
（辞書は 2016 年 3 月に刊行した）。このように、チャック語の共時的な記述研究にはくぎりを
つけることができた。 
しかし、チャック語が属するチベット・ビルマ語派ルイ語群（Luish group of Tibeto-Burman）

の研究は、応募者によるものをのぞけば、世界的にみてもほぼ存在しない。ルイ語群に属する
言語としては、チャック語のほかには、インド・マニプル州のチャクパ諸語（アンドロ語（Andro）、
センマイ語（Sengmai）など）、ビルマ・ザガイン管区（Sagaing Division, Burma）のカドゥ
ー語（Kadu: ISO 639-3 zkd）、ガナン語（Ganan: ISO 639-3 zkn）、ラカイン州のサック語（Sak）
などがしられている。このうちチャクパ諸語はすでに母語話者がいない。カドゥー語とガナン
語、サック語についても、流暢な話者はそれぞれ 1 万人以下であると推定される。 
応募者は 2007 年以来、のべ 1 年以上ビルマに滞在し、ルイ語群の調査研究をつづけてきた。 

そして 2015 年までに、チャック語、チャクパ諸語、カドゥー語、ガナン語の資料をもちいて、
ルイ祖語に 500 組ほどの同源形式を提示している。 
他方、これまでの調査で、カドゥー語はモーテイッ・カドゥー語（Moteik Kadu）、セット

ー・カドゥー語（Setto Kadu）、モーラン・カドゥー語（Molang Kadu）、モーカー・カドゥー
語（Mokha Kadu）、モークワン・カドゥー語（Mokhwang Kadu）の五種に大別できることを
あきらかにした。 
そしてカドゥー語諸方言の精査とガナン語の方言分類が重要な課題となってきていた。 

 
２．研究の目的 
本研究では、バングラデシュとビルマにおいてチベット・ビルマ語派ルイ語群に属するチャ

ック語、サック語、カドゥー語、ガナン語の未記述方言を対象として、基礎語彙調査を中心と
した臨地調査をおこなう。具体的にはチャック語ナイキョンチョリ方言（Naikhyongchari）、
ビルマ・ラカイン州のサック語諸方言、ビルマ・ザガイン管区のカドゥー語およびガナン語の
諸方言が調査対象である。調査にあたっては、ルイ語群の分類基準となる音対応や方言語彙、
さらに周辺言語との言語接触の影響に留意する。共時的記述をもとにして、ルイ語群の方言分
類を精緻化する。 
方言調査を通じて収集される語彙資料をもとに、さらなるルイ祖語形式の同定をめざす。 
 
３．研究の方法 
ルイ諸語の方言調査にあたっては、応募者が独自に作成している 800 語規模の『ルイ語群言

語調査票』をもちいる。この調査票は、東京大学の故・服部四郎教授による『基礎語彙調査票』
［1957 年］を基本とし、東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所の新谷忠彦名誉教授
による『シャン文化圏（ビルマ・タイ・ラオス・中国雲南省にまたがる地域）言語調査票』［2001
年］を参考に、調査地域に特有の語彙に配慮したものである。 
ルイ諸語の方言調査は基礎語彙収集が中心であるけれども、大阪大学の加藤昌彦准教授によ

る『エクスプレス・ビルマ語』にみられる文法項目と例文を精選した文法調査もおこない、基
礎語彙調査だけではわからない文法的特徴の把握につとめる。 
ルイ諸語の方言調査の具体的な調査地点としては、チャック語については、バングラデシュ

ではコックスバザール（Cox’s Bazar）でバイシャリ方言（Baishari）とナイキョンチョリ方
言のチャック話者から資料を収集する。ビルマではラカイン州のミャウッウー（Mrauk U）でビ
ルマ側のチャック語（サック語）方言の調査をおこないつつ、Cak-English-Bangla dictionary
のビルマ語訳をおこなう。カドゥー語とガナン語については、ビルマ・ザガイン管区のインド
ー地方（Indaw）、バマウッ地方（Banmauk）、ピンレーブー地方（Pinlebu）、ホーマリン地方（Homalin）
で未記述方言調査をおこなう。 
 
４．研究成果 
 チャック語については、バングラデシュのコックスバザールに 6 回渡航し、
Cak-English-Bangla dictionary の改訂を中心に作業をおこなった。その過程で、バイシャリ
方言とナイキョンチョリ方言の語彙を中心に数百語の語彙を追加することができた。さらに、
ビルマ・ラカイン州のミャウッウー（Mrauk U）に 4回渡航し、Cak-English-Bangla dictionary
にビルマ語訳をつける作業をおこない、ほぼすべての語彙にビルマ語訳をつける作業を終了し
た。その過程で、バングラデシュ側のチャック語と、ビルマ・ラカイン州のチャック語（サッ
ク語）との相違について、よりくわしく把握することができた。そして、バングラデシュ側で
は顕著ではない世代差による言語の相違が、ビルマ側では、特に発音について、顕著であるこ
とがわかった。このほか、近年創出されたチャック文字について、東京外国語大学アジア・ア
フリカ言語文化研究所の高島淳教授に依頼し、LaTeX であつかえるようにしていただいた。そ
の結果、Cak-English-Bangla dictionary の改訂版では、チャック文字も見出し語として提示
する目処がたった。 
 カドゥー語については、ビルマ・ザガイン管区のインドー地方でモークワン・カドゥー語の
東部方言を調査した。そして、他のモークワン・カドゥー語では有声阻害音と無声阻害音が対



立しないにもかかわらず、モークワン・カドゥー語東部方言では対立していることを発見した。
さらに、モークワン・カドゥー語東部方言における有声阻害音は、基本的には、祖語における
入破音が変化したものであるか、接頭辞が消失した残滓であることをあきらかとした。ザガイ
ン管区のピンレーブー地方では、モーラン・カドゥー語とモーカー・カドゥー語の調査をおこ
なった。そして、一般的なカドゥー語では有声阻害音と無声阻害音が対立しないにもかかわら
ず、この両方言では対立しているほか、特有の語彙を共有するなど、両者は類似した特徴をも
つ方言であるけれども、声調の変化のしかたや一部の語彙・文法について、相違があることも
あきらかとした。 
 ガナン語については、北東部のシュウェージャウン方言（Shwe Jaung）と北部のナンザー方
言（Nanza）が二大方言であることはわかっていた。これにくわえて、南部のムーサー方言（Musa）
やホーマリン地方の方言を調査した。その結果、南部方言は語末子音の摩滅がはげしいことが
わかった。ホーマリン地方の方言については、基本的にはナンザー方言にもっともちかいこと
がわかった。そして、他方言との比較により、ショウェージャウン方言がもっとも保守的な特
徴をのこしていることがはっきりした。このほか、ビルマ・カチン州（Kachin State）に移住
してきたガナン人の方言調査もおこなった。カチン州のガナン人は、移住してから 40 年以下の
世代が大半をしめており、まだ移住元の方言と相互理解が可能な状態であることがわかった。
今後、移住したひとびとの言語がどのように変化していくかに注目される。 
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